
日本大学薬学部に３月、８号館が完成した。

延べ床面積約6429㎡の地下１階地上３階建

て。建物の中央は１階から３階、さらにガラ

ス張りの天井までが吹き抜けとなっており、

直接、太陽の光が各フロアに降り注ぐ。

１階には事務室や自習スペース、144人収

容の大きな実習室が２つ、製剤・ＴＤＭ室な

どがある。２階はクリーンルーム、注

射薬調剤室と製剤室がつながり、別に

模擬診療室・病室などが配備されてい

るほか、291人収容の大講義室、中講

義室などで構成される。講義室は、Ｃ

ＢＴの実施が可能なインフラも整備さ

れている。３階は計数・計量調剤室や

ＤＩ室のほか、144人収容の講義室が

４つ配置されるが、可動式仕切りを外

すことで２つの大講義室としての使用

も可能。もちろん各講義室はＯＡフロ

アでＩＴへの対応も怠りない。

館内はバリアフリーであり地球環境

に配慮した設計で「共生」を重視した施設と

なっている。
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８号館全景

３階のガラス張り天井から陽光が降り注ぐ

昨年11月末に竣工した名城大学薬

学部の新校舎「八事新１号館」（地

上７階地下２階建て、延べ床面積約

１万㎡）は、薬学教育６年制におけ

る臨床薬剤師教育の中心的役割を担

う施設だ。

実務実習事前学習

の設備として５階に

「モデル薬局」を設

置。大学病院にも引けを取ら

ない最先端の調剤機器や鑑査

システム、薬剤管理指導業務

支援システムなどが整備され

た。ベッドサイドでの服薬指

導やＡＥＤ、人工呼吸の実習

を行える「模擬病室」、抗癌

剤など注射薬の混合調製を学

ぶ「クリーンルーム」も５階

に備える。

モデル薬局に隣接する「医

薬情報センター」では、情報の収集や評価、

副作用報告のデータベース化などを日々行っ

ている。学生は、同センターの書籍やコンピ

ュータで、医薬品情報を検索できる環境にあ

る。

このほか、１万5000冊以上を所蔵する附属

図書館薬学部分館が地下１階、定員315席の

「ライフサイエンスホール」が７階に設けら

れている。
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学生が各種医薬品情報を検索できる医薬情報センター 臨床薬剤師教育を担う八事新１号館


